
TORNADO CLEANER Ⅲ

このたびは、トルネードクリーナーⅢをお買上げ頂き誠にありがとうございます。
当製品は灯油専⽤ホームタンク内の汚れや⽔分を取り除き洗浄を⾏うものです。
ご使⽤の前には必ず本説明書をお読み頂き記載事項を守って安全にご使⽤下さい。
また、本説明書は保証書も兼ねておりますので⼤切に保管してください。

〒121-0055 東京都⾜⽴区加平1-17-5 TEL︓03-5849-5605
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○ 吐出ホース約2,5m

○ 吐出ノズルレバーコック

○ 吸入パイプ
   （約1,2m）

○ サイフォン
　　　　カットバルブ

○ 吐出ノズル
   （約0.4m）

吸 入 側

吐 出 側

本体サイズ/重量：600(W)×500(H)×250(D)mm/16kg

ポンプ性能：電源AC100V・毎分7000回転・吐出量毎分50L

電源コード：3m

○ ビニールキャップ

○ ポンプスイッチ

○ 電源プラグ

○ ポンプドレイン

○ 水抜き剤吸引調整バルブ

○ 吐出ホース接続口

○ 吸入ホース接続口

○ 水抜き剤吸引ホース

○ メクラカムロック
ヒューズ

ポンプ

ディスクフィルター

○ ディスクフィルターカバー

○ ディスクフィルタードレインコック

ディスクフィルターはゴミや油泥等の不純物が付着

しますので使用後は必ず分解・洗浄してください

① ポンプ電源をオフにし、ドレインコックを開けてフィルター 内に残っている

　 灯油を排出して下さい。その後フィルターカバーを手もしくはフィルターレン

 　チを使って外し、本体からディスクフィルターを取り出します。

　

　 取り出したフィルターの一番上の黒いストッパープレートの内側三箇所の爪を

　 避けながら外すとフィルターフレームからディスクフィルターを取り出すこと

　 ができます。

② 分解したディスクフィルターは、ぬるま湯を使い中性洗剤で洗って下さい。

　 その後、水で流し完全に乾かしてから元通りに組み直して保管して下さい。

　（注）：熱を加えた乾燥はディスクの変形の原因となりますのでやめて下さい。 ディスクフィルター
フィルターフレームドレインコック

ストッパープレート

圧力計差込口
（使用しないので触らないで下さい）

○ チェック受け皿 ○ ジョウゴ ○ フィルターレンチ

フィルターカバー

ディスクフィルターの取扱について

フィルター自体に圧力がかかっている状態でフィルターカバーを開けると

破損やケガの原因となるのでやめてください。

ⅡⅠ （　　は下の写真とリンクしています。また作業前にあらかじめペール缶等空容器をご用意下さい。）

　　ポンプ底部の○ポンプドレイン・○ディスクフィルターカバー・○ディスクフィルタードレインコック・○水抜き剤吸引調整バルブがし

　　 っかりと締まっていることを確認して下さい。（ディスクフィルターカバーが締めにくい時は付属の○フィルターレンチをお使いください。）

　　付属の○ジョウゴを使って、ポンプ上部の○吐出ホース接続口からポンプ内へ灯油を呼び液として約300cc入れて下さい。

　　 注）呼び液（灯油）を入れない状態での空運転は故障の原因となりますので絶対に行わないで下さい。

　　○吐出ホースを○吐出ホース接続口に取り付け、○ポンプスイッチがOFFになっていることを確認したら○電源プラグをコンセントに

 　　挿し、○吐出ノズルレバーコックを開き○ポンプスイッチをONにします。この時○吸入ホース接続口を手のひらで塞ぎ、吸引されてい

 　　る事を確認した後、一旦○ポンプスイッチをOFFにしてから○吸入ホースを取り付けてください。 

　   （吸引力が弱い場合は、接続部分からエアーが入り込んでいるので再度接続確認してください。）

　　 ○吸入パイプの先端が、ホームタンクの底に当たる様に差込んだ後、○吸入ホースとカムロック接続して下さい。

　　○吐出ノズルレバーコックを閉じ（⑤図の様に金具に対して横向き垂直）てから、○吐出ノズルをあらかじめ用意した空容器に挿した

　　 状態で○吐出ノズルレバーコックを開け、○ポンプスイッチを入れて下さい。（最初はポンプとホース内の空気が圧送され出ていくので

　　 液体が出る迄約２分程度かかります。）空容器にホームタンクの底に溜まった灯油が10～20Ｌ程出たら一旦○ポンプスイッチを切って様子

　　 を確認して下さい。（吸入パイプに付いている○サイフォンカットバルブを開ける事でも灯油の流れを止めることが出来ます。）

　　 灯油は無色透明です。色が付いていたり白濁していたりすれば、灯油品質の劣化もしくは不純物の混入等が考えられます。   

　　液のチェックが終わったら○吐出ノズルレバーコックを閉め、○吐出ノズルをホームタンクの給油口に差し込みます。

　　 その後、灯油専用の水抜き剤（別売）の口に○水抜き剤吸引ホースを挿し入れ、○ポンプスイッチをONにし○吐出ノズルレバーコックを

　　 開いた後○水抜き剤吸引調整バルブを少しずつ開いていくと負圧で水抜き剤が吸われていきます。水抜き剤を吸い終わりましたら○水抜き

　　 剤吸引調整バルブを閉じ、10分程度循環させてください。その後最初に空容器に出した液体の灯油のみをホームタンクに戻します。

　  （水は灯油より比重が重いため底に溜まり目視で確認出来ます。先程使った○水抜き剤吸引ホースを上澄みの灯油部分に入れて○水抜き調整

 　　バルブを開くと灯油が吸われてホームタンクに戻っていきます。残った水は廃棄して下さい。）水抜き剤は灯油500Ｌに対して１Ｌを目安と

　　 し、水抜き剤を投入撹拌溶解した後は、ホームタンク内に空間が出来ないように、新たな灯油で満タンにすることをお勧めします。

　　 作業終了後、○ポンプスイッチを切る前に吸入側の○サイフォンカットバルブを開けてから後方のカムロックを外し空気を吸わせると、

　　 吸入ホース内の灯油がポンプ内に吸引される為、周りを汚さずにホースを外すことが出来ます。

　　トルネードクリーナー使用後は、ポンプが停止している状態で、○チェック受皿をポンプ下部にセットして○ポンプドレイン及び○ディス

　　 クフィルタードレインコックを開き、中の灯油を抜いて下さい。その後、○ディスクフィルターカバーを外し、中からディスクフィルターを

　　 取り出して下記の要領にて洗浄・乾燥させ、元通り組み直してから保管して下さい。保管時、吸入ホース接続口には○メクラカムロックを、

　　 吐出ホース接続口には○ビニールキャップを被せておくと汚れが入りません。
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○ 吸入ホース約2.5m
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サイフォンカットバルブ閉めるサイフォンカットバルブ閉める サイフォンカットバルブ開けるサイフォンカットバルブ開ける

吐出ノズルレバーコック閉める吐出ノズルレバーコック閉める 吐出ノズルレバーコック開ける吐出ノズルレバーコック開ける
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